
○
　
竹
内
家
・
リ
ビ
ン
グ 

　
　
竹
内
光
一
（
３
１
）
、
ソ
フ
ァ
ー
に
座
る
。 

　
　
そ
の
前
で
は
、
猫
と
竹
内
碧
（
３
）
、
戯
れ
あ 

　
　
っ
て
い
る
。 

○
　
旧
竹
内
家
・
キ
ッ
チ
ン
（
以
下
回
想
・
朝
） 

　
　
高
橋
優
子
（
２
６
）
、
鼻
歌
を
歌
い
な
が
ら
、 

　
　
エ
プ
ロ
ン
を
着
け
て
卵
焼
き
を
焼
い
て
い
る
。 

　
　
横
に
は
、
２
つ
の
お
弁
当
が
置
か
れ
て
い
る
。 

　
　
中
に
入
っ
て
い
る
具
材
は
豪
華
で
、
お
に
ぎ
り 

　
　
に
は
海
苔
で
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
顔
の
飾
り
付
け 

　
　
が
さ
れ
て
い
て
、
か
な
り
手
が
込
ん
で
い
る
。 

　
　
優
子
、
お
皿
に
卵
焼
き
を
移
す
。 

○
　
同
・
寝
室
（
朝
） 

　
　
ベ
ッ
ド
で
は
、
光
一
、
寝
て
い
る
。 

　
　
優
子
、
エ
プ
ロ
ン
を
外
し
た
状
態
で
入
っ
て
来 

　
　
て
、
ベ
ッ
ド
に
座
る
。
少
し
光
一
の
寝
顔
を
見 

　
　
た
後
、
光
一
の
体
を
揺
す
り
、 

優
子
「
（
優
し
く
）
起
き
て
」 

　
　
既
に
空
い
て
い
る
カ
ー
テ
ン
の
向
こ
う
側
で
は
、 

　
　
雨
が
降
っ
て
い
る
。 

優
子
「
（
優
し
く
）
光
一
」 

　
　
光
一
、
ゆ
っ
く
り
と
目
を
開
け
る
。 

優
子
「
起
き
た
」 

　
　
光
一
、
布
団
を
頭
ま
で
被
っ
て
、 

光
一
「
起
き
て
な
い
」 

優
子
「
（
少
し
笑
っ
て
）
起
き
て
る
じ
ゃ
ん
」 

　
　
光
一
、
布
団
か
ら
頭
を
出
し
、
外
を
見
て
、 

光
一
「
雨
降
っ
て
る
じ
ゃ
ん
」 

　
　
優
子
、
光
一
の
横
に
寝
転
が
っ
て
、 

優
子
「
良
い
じ
ゃ
ん
。
雨
で
も
」 

　
　
光
一
、
深
く
深
呼
吸
し
て
、
上
半
身
を
起
こ
し
、 

光
一
「
行
こ
う
か
」 

　
　
優
子
、
寝
転
ん
だ
ま
ま
、 

優
子
「
ご
め
ん
ね
、
せ
っ
か
く
の
休
み
な
の
に
」 

光
一
「
き
っ
と
、
思
い
出
に
残
る
よ
」 

　
　
立
ち
上
が
っ
て
、
着
替
え
を
始
め
る
。 

　
　
優
子
、
寝
転
ん
だ
ま
ま
、 

優
子
「
（
嬉
し
そ
う
に
）
ど
こ
行
く
の
？
」 
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○
　
同
・
玄
関
（
朝
） 

　
　
優
子
と
光
一
、
靴
を
履
い
て
出
て
行
く
。 

　
　
靴
箱
の
横
に
は
、
大
き
め
の
薄
い
ピ
ン
ク
色
の 

　
　
キ
ャ
リ
ー
バ
ッ
グ
が
置
か
れ
て
い
る
。 

○
　
住
宅
街
（
朝
） 

　
　
光
一
、
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
い
、
傘
を
さ
し
て
歩 

　
　
い
て
い
る
。 

　
　
そ
の
横
で
は
、
優
子
、
小
さ
め
の
鞄
を
肩
か
ら 

　
　
か
け
、
傘
を
さ
し
て
歩
い
て
い
る
。 

　
　
会
話
は
無
く
、
雨
足
は
強
い
。 

○
　
△
△
駅
・
２
番
ホ
ー
ム
（
朝
） 

　
　
優
子
と
光
一
、
電
車
待
ち
の
列
に
並
ん
で
、
立 

　
　
っ
て
い
る
。 

　
　
す
る
と
、
２
人
の
背
後
を
高
校
生
の
カ
ッ
プ
ル
、 

　
　
通
り
過
ぎ
る
。
楽
し
そ
う
に
会
話
す
る
２
人
。 

　
　
優
子
、
高
校
生
の
カ
ッ
プ
ル
が
通
り
過
ぎ
て
行 

　
　
く
の
を
見
る
。 

　
　
ス
マ
ホ
を
見
て
い
る
光
一
。 

　
　
優
子
、
光
一
の
腕
に
手
を
回
そ
う
と
す
る
と
、 

ホ
ー
ム
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
「
間
も
無
く
２
番
乗
り
場
に 

　
　
８
時
３
分
発
快
速
〇
〇
行
き
、
ま
も
無
く
到
着 

　
　
し
ま
す
」 

　
　
優
子
、
腕
を
引
っ
込
め
る
。 

　
　
光
一
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
ス
マ
ホ
を
入
れ
、
鞄
を
前 

　
　
に
背
負
う
。 

優
子
「
人
、
多
い
か
な
？
」 

光
一
「
ど
う
だ
ろ
う…

」 

　
　
少
し
間
が
空
き
、 

光
一
「
バ
ス
、
何
時
だ
っ
け
？
」 

優
子
「
２
１
時
１
８
分
」 

　
　
電
車
、
駅
に
入
っ
て
来
る
。 

○
　
◻︎
◻︎
水
族
館 

　
　
人
は
少
な
め
の
館
内
。 

　
　
光
一
と
優
子
、
カ
ラ
フ
ル
な
ク
ラ
ゲ
の
水
槽
の 

　
　
前
で
、
横
並
び
に
な
っ
て
い
る
。 

○
　
同
・
前 
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光
一
と
優
子
、
屋
根
の
あ
る
場
所
に
い
る
。 

光
一
「
ど
こ
で
ご
飯
食
べ
よ
う
か
？
」 

　
　
優
子
、
辺
り
を
見
渡
し
、
指
を
さ
し
て
、 

優
子
「
あ
そ
こ
」 

　
　
光
一
、
優
子
の
指
の
先
を
見
る
と
、
屋
根
の
あ 

　
　
る
ベ
ン
チ
が
あ
る
。 

○
　
同
・
前
公
園 

　
　
優
子
と
光
一
、
屋
根
付
き
の
ベ
ン
チ
に
座
っ
て 

　
　
い
る
。 

　
　
光
一
、
リ
ュ
ッ
ク
か
ら
、
お
弁
当
箱
を
出
す
。 

　
　
一
つ
を
優
子
に
渡
す
と
、 

優
子
「
こ
れ
、
光
一
の
」 

　
　
光
一
の
持
っ
て
い
る
お
弁
当
と
、
交
換
す
る
。 

光
一
「
あ
り
が
と
う
」 

　
　
優
子
、
お
弁
当
を
膝
に
置
き
、
光
一
を
見
る
。 

　
　
光
一
、
お
弁
当
を
開
け
る
。 

光
一
「
す
げ
ぇ
」 

優
子
「
時
間
、
か
か
っ
た
ん
だ
よ
」 

　
　
膝
に
置
い
て
い
る
お
弁
当
を
開
け
る
。 

光
一
「
（
優
子
の
お
弁
当
を
見
て
）
本
当
に
、
あ
り 

　
　
が
と
う
」 

　
　
ど
ち
ら
も
、
豪
華
な
お
弁
当
。 

　
　
光
一
、
ス
マ
ホ
で
お
弁
当
の
写
真
を
撮
る
。 

　
　
優
子
、
嬉
し
そ
う
に
光
一
を
見
て
い
る
。 

　
　
雨
足
は
一
向
に
弱
ま
る
気
配
を
見
せ
る
事
な
く
、 

　
　
降
り
続
け
て
い
る
。 

○
　
同
・
同
・
歩
道 

　
　
両
脇
に
木
が
生
え
て
い
る
、
長
い
一
本
道
。 

　
　
光
一
と
優
子
、
傘
を
さ
し
て
、
ゆ
っ
く
り
と
歩 

　
　
い
て
い
る
。 

　
　
無
言
の
ま
ま
、
少
し
歩
い
た
後
、 

優
子
「
こ
の
道
、
覚
え
て
る
？
」 

光
一
「
３
回
目
の
デ
ー
ト
の
日
で
し
ょ
？
」 

優
子
「
そ
う…

」 

　
　
２
人
、
再
び
無
言
で
少
し
歩
い
て
、 

優
子
「
（
少
し
下
を
向
い
て
）
あ
の
さ
、
や
っ
ぱ
り 

　
　
も
う
一
回
や
り
な
お
さ…

」 

　
　
光
一
の
方
を
見
る
が
、
光
一
、
居
な
い
。
背
後 
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を
振
り
返
る
と
、
光
一
、
立
ち
止
ま
っ
て
道
端 

　
　
を
見
て
い
る
。 

　
　
優
子
、
光
一
の
目
線
を
追
う
と
、
そ
の
先
に
は 

　
　
段
ボ
ー
ル
箱
が
あ
る
。 

　
　
光
一
、
段
ボ
ー
ル
箱
の
方
へ
歩
い
て
行
く
。 

優
子
「
ど
う
し
た
の
？
」 

　
　
光
一
、
段
ボ
ー
ル
の
前
で
立
ち
止
ま
っ
て
、
傘 

　
　
を
段
ボ
ー
ル
の
上
に
被
せ
る
。 

　
　
優
子
、
光
一
の
隣
に
や
っ
て
来
る
と
、
段
ボ
ー 

　
　
ル
の
中
に
は
雨
に
濡
れ
た
猫
が
い
る
。 

優
子
「
捨
て
猫
？
」 

　
　
光
一
、
し
ゃ
が
み
込
ん
で
猫
を
見
る
。 

　
　
猫
、
震
え
て
い
る
が
、
生
き
て
い
る
。 

　
　
優
子
、
し
ゃ
が
ん
で
、 

優
子
「
助
け
て
あ
げ
な
い
と
」 

光
一
「
で
も
俺…

猫
ア
レ
ル
ギ
ー
」 

優
子
「
そ
う
だ
よ
ね
」 

　
　
優
子
と
光
一
、
し
ゃ
が
ん
で
猫
を
見
て
い
る
。 

光
一
「
ね
ぇ
」 

優
子
「
何
？
」 

光
一
「…

」 

優
子
「
何
？
」 

　
　
光
一
の
顔
を
見
る
。 

光
一
「
こ
の
猫
、
ほ
っ
て
行
け
な
い
よ
」 

優
子
「
う
ん
」 

　
　
少
し
間
が
空
き
、 

光
一
「
だ
か
ら
さ…

も
う
少
し
家
に
居
て
く
れ
な
い
？
」 

　
　
優
子
、
猫
を
抱
え
て
立
ち
上
が
っ
て
、 

優
子
「
（
そ
っ
ぽ
を
向
き
）
こ
の
子
の
為
だ
か
ら
」 

　
　
歩
い
て
行
く
。 

光
一
「
う
ん
」 

○
　
竹
内
家
・
リ
ビ
ン
グ
（
回
想
終
了
） 

　
　
猫
と
碧
、
ま
だ
戯
れ
あ
っ
て
い
る
。 

　
　
竹
内
優
子
（
３
１
）
、
光
一
の
横
に
座
る
。 

優
子
「
ま
だ
や
っ
て
る
の
？
」 

　
　
優
子
と
光
一
の
左
手
の
薬
指
に
は
、
指
輪
が
あ 

　
　
る
。
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